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児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
の
児
童
虐
待
防
止
法
の
改
正
に
よ
り
、
児
童
の
安
全
確
認
等
の
立
入
調
査
に
関
す
る
都
道
府
県
等
の
権
限
が
強

化
さ
れ
、
平
成
二
十
年
四
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談
の
対
応
件
数
も
、
児
童

虐
待
防
止
法
施
行
前
の
平
成
十
一
年
度
に
比
べ
て
、
平
成
二
十
年
度
で
は
三
�
七
倍
に
増
加
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
の
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虐
待
に
よ
っ
て
児
童
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶

た
な
い
。
こ
の
た
め
、
児
童
虐
待
防
止
法
等
の
運
用
上
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
対
策
強
化
の
方
向
性
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

一

児
童
相
談
所
及
び
市
町
村
に
お
け
る
、
児
童
虐
待
通
告
受
理
後
の
安
全
確
認
措
置
の
義
務
化
に
関
連
し
て
、
以
下
の
点
に

つ
い
て
う
か
が
う
。

�

法
的
措
置
が
強
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
虐
待
に
よ
る
児
童
の
死
亡
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
の
見

解
を
う
か
が
い
た
い
。
ま
た
、
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
法
的
措
置
に
一
層
の
実
効
性
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
具
体
的
な
強
化
策
は
検
討
し
て
お
ら
れ
る
か
。
併
せ
て
お
答
え
頂
き
た
い
。

�

児
童
虐
待
事
例
に
関
す
る
市
町
村
と
児
童
相
談
所
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
、
文
書
で
取
り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
る
市
町

一



村
が
八
�
五
％
、
文
書
で
は
な
い
が
一
応
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
市
町
村
が
二
〇
�
四
％
で
、
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

の
対
応
に
な
っ
て
い
る
市
町
村
が
七
一
�
二
％
に
の
ぼ
る
。
市
町
村
と
児
童
相
談
所
の
連
携
を
明
確
に
す
る
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
政
府
と
し
て
の
見
解
と
対
策
を
明
示
さ
れ
た
い
。

�

市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
調
整
機
関
に
、
児
童
福
祉
司
と
同
様
の
資
格

を
有
す
る
者
を
配
置
し
て
い
る
市
町
村
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
現
在
、
一
四
�
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
児
童
虐
待
の
通
告

が
あ
っ
た
際
、
ハ
イ
リ
ス
ク
事
例
で
あ
る
か
否
か
、
直
接
目
視
に
よ
る
安
全
確
認
で
児
童
虐
待
で
あ
る
か
否
か
、
親
子
分

離
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
、
等
に
つ
い
て
判
断
で
き
る
人
材
が
市
町
村
に
乏
し
い
と
い
う
、
体
制
の
不
備
を
是
正
す
る
こ

と
が
児
童
虐
待
の
防
止
に
は
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
及
び
対
策
を
う
か
が
い
た
い
。

�

ケ
ー
ス
の
進
行
管
理
台
帳
を
作
成
し
て
い
る
「
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
平
成
二
十
一
年
四
月
現
在
、

六
七
�
二
％
で
あ
る
。
児
童
虐
待
防
止
に
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
を
継
続
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
の

数
値
に
対
す
る
政
府
の
見
解
及
び
対
策
を
う
か
が
い
た
い
。

二

立
入
調
査
、
出
頭
要
求
・
再
出
頭
要
求
及
び
裁
判
所
の
許
可
状
に
基
づ
く
臨
検
捜
索
（
以
下
、
「
立
入
調
査
等
」
）
を
行

う
意
思
が
児
童
相
談
所
に
あ
っ
て
も
、
警
察
・
裁
判
所
が
明
ら
か
に
児
童
虐
待
で
あ
る
と
認
め
る
客
観
的
事
実
が
な
け
れ

二



ば
、
こ
れ
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
特
に
、
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）
や
性
的
虐
待
な
ど
外
部
か
ら
事
実
確

認
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
事
例
で
は
、
対
応
が
後
手
に
回
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

�

児
童
相
談
所
か
ら
裁
判
所
に
対
す
る
、
児
童
虐
待
事
例
に
か
か
る
臨
検
捜
索
の
許
可
状
申
請
件
数
及
び
申
請
許
可
件
数

（
申
請
不
許
可
件
数
を
含
む
）
を
お
示
し
頂
き
た
い
。

�

「
児
童
虐
待
の
疑
い
」
の
あ
る
段
階
で
の
立
入
調
査
等
の
実
施
に
関
す
る
、
厚
生
労
働
省
、
警
察
庁
、
法
務
省
の
見
解

を
う
か
が
い
た
い
。

�

児
童
相
談
所
が
行
う
、
立
入
調
査
等
に
対
す
る
都
道
府
県
警
察
の
支
援
・
協
力
体
制
の
現
状
及
び
今
後
の
方
針
を
お
示

し
頂
き
た
い
。

�

児
童
相
談
所
か
ら
の
臨
検
捜
索
に
か
か
る
許
可
状
申
請
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
な
審
査
体
制
を
採
っ
て
い
る

と
政
府
は
承
知
し
て
い
る
の
か
。

�

児
童
福
祉
法
第
六
十
一
条
の
五
に
定
め
る
、
正
当
な
理
由
な
く
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
場
合
の
罰
則
の
適
用
状
況
を
お

示
し
頂
き
、
併
せ
て
政
府
の
見
解
を
う
か
が
い
た
い
。

�

正
当
な
理
由
な
く
立
入
調
査
を
拒
否
し
た
保
護
者
等
に
対
す
る
罰
則
が
、
平
成
十
九
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
で
強
化
さ

三



れ
た
。
こ
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
が
、
児
童
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
周
知
を
図
る
た
め

に
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
つ
も
り
か
。

三

平
成
二
十
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
生
後
四
ヶ
月
ま
で
の
新
生
児
が
い
る
全
家
庭
を
訪
問
す
る
「
乳
児
家
庭
全
戸

訪
問
事
業
」
と
、
健
診
未
受
診
児
が
い
る
家
庭
等
に
対
す
る
「
育
児
支
援
訪
問
事
業
」
が
法
定
化
さ
れ
、
平
成
二
十
一
年
四

月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
。

�

平
成
二
十
一
年
七
月
現
在
、
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
千
五
百
十
二
、
「
育
児
支

援
訪
問
事
業
」
が
実
施
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
九
百
六
十
六
で
、
そ
れ
ぞ
れ
約
八
四
％
、
約
五
五
％
の
実
施
率
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
が
法
定
化
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
両
事
業
が
全
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

対
す
る
、
政
府
の
見
解
及
び
、
未
実
施
の
市
町
村
へ
の
対
策
に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。

�

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
及
び
「
育
児
支
援
訪
問
事
業
」
の
担
当
者
が
、
両
事
業
と
児
童

虐
待
防
止
対
策
の
関
係
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
が
あ
る
。
こ
れ
ら
担
当
者
に
対
し
て
、
児
童
虐
待

防
止
対
策
に
関
す
る
研
修
・
講
習
は
ど
の
程
度
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
実
施
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
開
催
頻
度
、
内
容

等
を
、
実
施
し
て
い
な
い
の
な
ら
ば
、
今
後
導
入
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
を
う
か
が
い
た
い
。

四



�

「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」
及
び
「
育
児
支
援
訪
問
事
業
」
で
は
、
新
生
児
が
い
る
家
庭
に
は
保
健
師
、
看
護
師
、

保
育
士
等
が
訪
問
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
関
す
る
研
修
・
講
習
は

ど
の
程
度
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。
実
施
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
開
催
頻
度
、
内
容
等
を
、
実
施
し
て
い
な
い
の
な
ら

ば
、
今
後
導
入
す
る
見
込
み
が
あ
る
か
を
う
か
が
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


